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 4 月  5 日（木） 社会福祉学分野 2 年生／大学院新入生オリエンテーション
 5 月 10 日（木） 修士論文指導会
   「生活保護受給世帯における子育て・教育―Z 県におけるイン
タビュー調査を通じて」（発表者：三宅雄大）
  「離別母子世帯の転居問題の特質」（発表者：東 景子）
  「知的障害者の都外施設問題とは何か」（発表者：尾形珠代）
 6 月 28 日（木） 学科研究会
   「コミュニティ・オーガナイザーのいる福祉国家」（発表者：
室田信一）
 6 月 29 日（金） 卒業論文中間報告書提出
 7 月 12 日（木） 社会福祉士国家試験受験希望者オリエンテーション
 7 月 26 日（木） 博士課程院生報告会
   「宗教ソーシャルワークの価値伝承の意義について―ユダヤ
教とキリスト教を例として」（発表者：田中利光）
 9 月 13 日（木） 博士論文公聴会
   「精神障害者の就労とリカバリー―就労を促進する要因およ
び就労経験がリカバリーに与える影響」（発表者：大山勉）
 9 月 22 日・23 日（土・日）大学院　博士前期課程　入学試験
10 月 11 日（木） 第 1 回所属決定ガイダンス（1 年生対象：社会福祉学分野）
10 月 11 日（木） 修士論文中間報告会
  「知的障害者の都外施設問題とは何か」（発表者：尾形珠代）
   「生活保護受給有子世帯における『子育て』」（発表者：三宅
雄大）
  「離別母子世帯の転居問題」（発表者：東 景子）
10 月 18 日（木） 社会福祉士国家試験受験希望者対象模擬試験
10 月 25 日（木） 第 2 回所属決定ガイダンス（1 年生対象：社会福祉学分野）
340
11 月  8 日（木） 卒業論文中間報告会
12 月  6 日（木） 第 1 回卒業論文ガイダンス（3 年生対象）
12 月 13 日（木） 博士課程院生報告会
   「合理的調整とパーソナライゼーション―イギリスのソー
シャルワーカー養成教育から」（発表者：塚本鶴樹）
〈2013 年〉
 1 月 10 日（木） 修士論文提出日
 1 月 11 日（金） 卒業論文提出日
 1 月 31 日（木） 博士論文公聴会
  「ユダヤ慈善研究」（発表者：田中利光）
 2 月 5 日（火） 修士論文審査会（口頭試問）
   「知的障害者の都外施設とは何か―美濃部・鈴木の都政比較
と東北都外施設設立過程を通して」（発表者：尾形珠代）
   「生活保護受給有子世帯の「教育」に見られる多様性―イン
タビュー調査を通じて」（発表者：三宅雄大）
   「離別母子世帯の転居問題―民間賃貸住宅への転居の実態を
通して」（発表者：東 景子）
 2 月 7 日（木） 卒業論文発表会（公開審査会）
 2 月 15 日・16 日（金・土）大学院博士前期課程　入学試験
 2 月 15 日・16 日（金・土）大学院外国人特別　入学試験
 2 月 16 日（土） 大学院博士後期課程　入学試験





るもの」の位置づけ ― A. ザロモンのボランティア・グループの事例を通
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・　 岡部卓「第２章 4 節　生活保護の現状と当面の課題」共編著『公的扶助論
―低所得者に対する支援と生活保護制度』全国社会福祉協議会、2013 年
・　 岡部卓「第 4 章　低所得者対策の概要」共編著『公的扶助論―低所得者に
対する支援と生活保護制度』全国社会福祉協議会、2013 年
・　 岡部卓「第 5 章　ホームレス状態にある人びとへの支援」共編著『公的扶
助論―低所得者に対する支援と生活保護制度』全国社会福祉協議会、2013
年
・　 岡部卓「貧困」他 16 項目執筆『社会福祉学学習双書 2013　第 16 巻学びを
深める福祉キーワード集』全国社会福祉協議会、2013 年





・　 岡部卓「調査報告・救護施設の動態―全国救護施設調査（開設から 2006 年






















・　 副田あけみ・土屋典子・長沼葉月「高齢者虐待防止のための家族支援 : 安
心づくり安全探しアプローチ (AAA) ガイドブック」誠信書房、2012 年
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2．調査報告書等
・　 岡田英己子「女性の職業自立を促す二つの戦略 ― 女性の「男性化」vs 貧




・　 岡田英己子「優生学」「ドイツの優生学」「民族衛生」「T4 プログラム」「Karl 
Binding と Alfred Hoche『生きるに値しない命を終わらせる行為の解禁 ― 
その基準と形式をめぐって』から」日本特殊教育学会訳編『障害百科事典』
丸善、2013 年
・　 岡部卓「一年の活動を振り返って」『横浜市福祉調整委員会　平成 23 年度
　運営状況報告書』横浜市福祉調整委員会、2012
・　 岡部卓・小林理・西村貴之・金鎮・三宅雄大『平成 24 年度　生活保護受給
















































・　 室田信一「書評　James Midgley and Amy Conley 編著、宮城孝監訳『ソーシャ
ルワークと社会開発―開発的ソーシャルワークの理論とスキル』丸善」『コ










・　 岡部卓「生活保護受給者の増加をどのように解釈するか」第 8 回社会保障
国際論壇、2012 年
・　 岡部卓「貧困と政治―貧困に社会福祉学はどう立ち向かうか―政策論の観























































・　 Mizrahi, T., Korazim-Korosy, Y., Torok, P., and Murota, S. “Interdisciplinary 
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Japan” , International Conference on Interdisciplinary Social Sciences, Universidad 
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